
TenpoVisor API連携（OBC勘定奉行 クラウド編）



[注意] 
本設定を行う前に勘定奉行クラウドで 
「データ領域」「部門」「勘定科目」「補助科目」の整備を実
施してから本設定を行って下さい。
 
 
TenpoVisorへログインします。 
 
「設定」＞「API連携」をタップ 
 
 

「勘定奉行クラウド」をタップします。  「勘定奉行クラウド」の連携設定の画面に移ります。 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勘定奉行クラウドをご契約された際にメール通知　される
「Subscription Key」を入力してください。 
 
入力後「OBC会計システム上の許可コードの取得」をタッ
プします。 

「勘定奉行クラウド」の画面が別のタブで開きます。 
勘定奉行クラウドをご契約された際にメール通知　される
「奉行クラウドのURL」を入力してください。 

「勘定奉行クラウド」で使用している 
IDとパスワードを入力し「⇒」をタップ 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「許可する」をタップします。  「許可コード」が表示されます。 
「許可コード」をコピーしてください。 

TenpoVisorの勘定奉行連携のタブに戻り 
「許可コード」を貼り付けしてください。 
「データ連携の開始」をタップして下さい。 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勘定奉行クラウドで作成しておいた 
データ領域を選択します。 
選択したら、データ領域の選択をタップします。 

部門変換対応表の確認をタップします。 
 
※勘定奉行の「部門」とは 
事業部や店舗などを意味します。BCPOSの商品分類と
しての部門ではありません。 
 
※「部門」の追加修正は、事前に勘定奉行クラウドで実
施しておいてください。この画面で、「部門」の追記はでき
ません 
 

店舗ごとに勘定奉行の「部門」を指定できます。 
指定が完了したら、「編集内容の登録」をタップします。



BCPOSの日報項目に対して、勘定奉行クラウドでは、ど
の「勘定科目」と「補助科目」にするか指定することができ
ます。 
 
修正がおわりましたら「編集内容の登録」をタップします。 
 
※「勘定科目」の追加修正・「補助科目」の追加修正は、
事前に勘定奉行クラウドで実施しておいてください。この
画面で、「勘定科目」「補助科目」の追記はできません 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入金

売上

科目設定対応表の確認をタップします。 
 

仕入



会計データ連携の運用に関して

前ページまでの設定を完了しますと。TenpoVisorへデータが集約されると定期的に勘定奉行クラウドへ
自動的にデータが随時送信されます。

特に、操作などはございません。
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